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教師を目指す学生の「志」の昂揚を図る 
― 「生徒を構う」教師の育成を目指して ― 
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     長谷川 省一✝ 
     Shoichi HASEGAWA 
 
Abstract  Increasingly, teachers must have a passion for developing well-rounded students; it 
must be their mission to instill the same enthusiasm in those students who will be 
responsible for educating future generations. It is crucial to the success of a 
teacher-training course that students be given ample opportunity to develop their 
teaching skills through practical experience. 
 In this paper, the author suggests three critical methods in our teacher-training  
course as follows: 
(1) A refresher of prerequisite relevant background information prior to each  
standard lecture. 
(2) Emphasis on practical experience (i.e. learning by doing). 
(3) Encouraging and maintaining student engagement and motivation throughout. 
Secondly, the author presents that a “teaching profession forum” led by a graduate of  
our college and an “educational discourse meeting” with a young high school teacher  
can have a strong impact on all students of the teacher-traning course. 
It is presented in the last part of this paper how a tailored curriculum emphasizing  
practical experience and motivational techniques will benefit the students of our  
teacher-training course and how this curriculum differs from that of a general student. 





員の分限処分者は 8,756 人である 1)。このうち病気休職















































  ① 「学び直し」を教育課程の枠内で 
  ② 体験を通じた学び（learning by doing） 
  ③ 早い段階からの強い動機付け 
 
















































を企画し、高校化学の授業において AT 体験実習と One 













（平成 23 年度より、県立瀬戸北高等学校から校名変更） 
・平成 22 年度 
 後期 ２回実施 
  高校側： ３年生理系化学選択者 15 名 
  大学側： 理科教育法２受講生  10 名 
  10 月 26 日（火）、16 日（火） 
 
・平成 23 年度 
 前期 ２回実施 
  高校側： ２年生理系化学選択者 35 名 
  大学側： 理科教育法１受講生  24 名 




高校側： ２年生理系化学選択者 35 名 
大学側： 理科教育法２受講生  21 名 
10 月 27 日（木）、11 月 17 日（木） 
 
・平成 24 年度 
 前期 ２回実施 
  高校側： ２年生理系化学選択者 31 名 
  大学側： 理科教育法１受講生   8 名 
  6 月 7 日（木） 
中和の量的関係について問題演習時の AT 
6 月 21 日（木） 







高校側： ２年生理系化学選択者 31 名 
大学側： 理科教育法２受講生   8 名 
11 月 15 日（木） 
 酸化還元反応について問題演習とその解説（OPL） 
11 月 22 日（木） 
 ボルタ電池・ダニエル電池について授業（OPL） 
12 月 6 日（木） 
 高校生と実習生とで反省・討論会 
 
・平成 25 年度 
 前期 ３回実施 
  高校側： ２年生理系化学選択者 32 名 
  大学側： 理科教育法１受講生  18 名 
  5 月 30 日（木） 
酸と塩基について問題演習時の AT 
6 月 13 日（木） 
 中和の量的関係について問題演習時の AT 
6 月 20 日（木） 
 水素イオン濃度とｐH について問題演習時の AT 
（その様子を図２に示す） 
後期 ３回実施 
高校側： ２年生理系化学選択者 32 名 
大学側： 理科教育法２受講生  14 名 
11 月 14 日（木） 
 酸化還元反応について問題演習とその解説（OPL） 
11 月 21 日（木） 
 ダニエル電池について授業（OPL） 
12 月 5 日（木） 
 電気分解について実験授業時の AT 
（その様子を図３に示す） 
 
図２ 問題演習時の AT 実習 
 
 










校は 50 分、大学は 90 分授業）上に、大学側にとっては、
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・平成 24 年度 
実習先： 瀬戸市立幡山中学校 
時 期： 8 月 27 日、29 日、30 日の３日間 
  中学側： ３年生                  延べ 214 名 
  大学側： 電気学科、建築学科、応用化学科等 
                       6 名 
・平成 25 年度 
実習先： 瀬戸市立祖東中学校（その様子を図４に示す） 
時 期： 8 月 20 日～23 日の４日間 
  中学側： ３年生                  延べ 60 名 
  大学側： 電気学科、建築学科、都市環境学科、 
経営学科、応用化学科等   14 名 
 



















  今年度は、次のように２回実施した。 
10 月 9 日（水） 
講話： 教科指導と部活動指導 
 ―生徒を構うとは― 
講師： 愛知県立足助高等学校 草野教諭 
10 月 23 日（水） 
講話： 教師の仕事の喜び 
 ―生徒を構うとは― 






日 時： 6 月 29 日（土）10：00～ 
場 所： 名古屋ガーデンパレス 
参加者： 教職課程の学生           40 名 
     講師 現役の県立高校若手教師        5 名 






























日 時： 10 月 16 日（水）18：00～19：00 
場 所： 愛知県立小牧高等学校定時制課程 
参加者： 「教職実践演習」講座受講生  32 名 
 
 

















        
３．１ 各取り組みに関する学生の感想とその分析 
  















































































































































 科学技術と自然と人間（総合教育科目２単位） 85 名 
教職課程の学生 
特別活動論（教職科目２単位）        36 名 
 理科教育法２（教職科目２単位）       14 名 
 教職実践演習（教職科目２単位）       32 名 
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